
先月八都県市ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車規制の取締りについてご紹介しましたが、その結果11月4日付けで
違反者4者に対して運行禁止命令がだされました。今後も違反車両については順次処分手続きを
進めていくようで、取締りも強化されることが予想されます。さて、ここのところﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車規制の話
ばかりしていましたので、今回は建設機械で多く使われている油圧について基礎知識をまじえ
ご紹介したいと思います。

油圧の話 ？kg
1.パスカルの原理
右の図は油圧を勉強するときに、よく見る図だと
思います。大きいｼﾘﾝﾀﾞｰのﾋﾟｽﾄﾝの断面積を
100cm2、小さいｼﾘﾝﾀﾞｰのﾋﾟｽﾄﾝの断面積を10cm2
とします。大きいｼﾘﾝﾀﾞｰのﾋﾟｽﾄﾝに100kgの重量が
かかったとき、大きい赤い矢印に何kgの力を
加えれば大きいｼﾘﾝﾀﾞｰにかかっている100kgの
重量を支えることができるでしょうか？
ご存知の通り10kgです。
100kgの重量もﾋﾟｽﾄﾝの断面積を変えれば、10kgの力で支えることができます。
「密封され、静止した液体の一部に加えられた力は、液体のすべての部分に同じ圧力で伝わり、
その圧力は各面に対して直角の方向に作用する。」これを液体の圧力伝播に関する法則といい、
ﾌﾗﾝｽの物理学者ﾊﾟｽｶﾙが発見したためﾊﾟｽｶﾙの原理といわれています。
ｼﾘﾝﾀﾞｰの断面積・液体の圧力・ﾎﾟﾝﾌﾟの流量を変化させることにより、ｼﾘﾝﾀﾞｰの推力・速度なども容易に
制御できるため、ｸﾚｰﾝﾌﾞｰﾑの起伏・伸縮や車体を持ち上げる事などに応用されています。
油圧の法則にはﾊﾟｽｶﾙの原理以外に、連続の法則やﾍﾞﾙﾇｰｲの定理などありますが、話が難しく
なりそうなので、今回はﾊﾟｽｶﾙの原理だけにしておきたいと思います。

2.油圧ポンプ
ご存知のとおり、油圧ﾎﾟﾝﾌﾟはｼﾘﾝﾀﾞｰやﾓｰﾀｰを動かす力の源です。ﾎﾟﾝﾌﾟの種類としてはｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟ
ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾍﾞｰﾝﾎﾟﾝﾌﾟの3種類が代表的なもので、建設機械ではｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰﾎﾟﾝﾌﾟが
もっとも多く使用されています。又油圧ﾎﾟﾝﾌﾟを性能上から分類すると、1回転当りの吐出量が変えられ
ない固定容量ﾎﾟﾝﾌﾟと1回転当りの吐出量が変えられる可変容量ﾎﾟﾝﾌﾟの2種類あります。

ｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟ外接ｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟと内接ｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟと2種類ありますが、建設機械
では外接ｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟが多く採用されています。
外接ｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟは左の図のように2個のｷﾞﾔをｹｰｼﾝｸﾞの中で回転
させて作動油を吸い込み、吐出させるﾎﾟﾝﾌﾟです。
特徴として比較的安価で、高速回転が可能ですがﾎﾟﾝﾌﾟ１回転当りの
吐出量は変えることができず、固定容量型のﾎﾟﾝﾌﾟになります。

ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬﾎﾟﾝﾌﾟはｱｷｼｬﾙ形・
ﾗｼﾞｱﾙ形・ﾚｼﾌﾟﾛ形と3種類
ありますが、建設機械では

ｱｷｼｬﾙ形ﾎﾟﾝﾌﾟが多く採用されています。右の図はｱｷｼｬﾙ形
斜板式ﾎﾟﾝﾌﾟの図です。ｼﾘﾝﾀﾞｰ内のﾌﾟﾗﾝｼﾞｬの往復運動により
作動油を吸い込み、吐出させるﾎﾟﾝﾌﾟです。
特徴として斜板の角度αを変えることでﾎﾟﾝﾌﾟ１回転当りの
吐出量を変えることができ、可変容量型ﾎﾟﾝﾌﾟになります。
ｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟに比べて高圧・大流量にも使用が可能ですが
高速回転では使用はできません。ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝでPTOをONに
するとｴﾝｼﾞﾝの最高回転が規制されるのはこの為です。ｴﾝｼﾞﾝが吹けないからといってｴﾝｼﾞﾝ回転を
調整してはいけません。又ｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟに比べて構造が複雑で部品点数も多いことから比較的高価になり
ます。現在の25tonｸﾗｽのﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝで採用されているﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰﾎﾟﾝﾌﾟの価格は、ﾒｰｶｰ・型式により
異なりますが、60万から140万もするものがあり、故障した場合大変な出費となりかねません。
ﾎﾟﾝﾌﾟのﾒﾝﾃﾅﾝｽで大切な作動油及び作動油ﾌｨﾙﾀｰ・ｴﾚﾒﾝﾄの定期交換は必ず行ってください。
目安として作動油は2年毎、ｴﾚﾒﾝﾄ・ﾌｨﾙﾀｰは6ヶ月毎に交換する事をお奨めします。
(作動油・ﾌｨﾙﾀｰ・ｴﾚﾒﾝﾄの種類などにより異なる)　又作動油を交換した場合ﾎﾟﾝﾌﾟのｴｱｰ抜き作業が
必要になります。ｴｱｰ抜き作業を行わなかったりするとﾎﾟﾝﾌﾟを破損させることがあります。
(特にﾌﾟﾗﾝｼﾞｬ形ﾎﾟﾝﾌﾟの場合)是非国際ｻｰﾋﾞｽにお任せください。

ご不明な点、分からない事等ありましたら是非ご相談ください。
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